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　14世紀前半アラゴン南部における租税・領主制・商品交換（足立）

14世紀前半アラゴン南部における 
租税・領主制・商品交換

足 立　　 孝
はじめに（1）

　中世アラゴン＝ナバーラ研究の泰斗ホセ・マリア・ラカーラはかつて、アンリ・
ピレンヌの学説に立脚しつつイベリア半島の都市を二つのカテゴリーに区別した。
すなわち、「巡礼路都市」と「辺境都市」がそれである。「巡礼路都市」は、文字ど
おりサンティアゴ巡礼路に沿って発達した都市群をモデルとするカテゴリーであ
り、その成立には巡礼路を介して流入したピレネー山脈以北の商人・職人の定着が
果たした役割がことのほか重視されている（2）。これに対して、「辺境都市」は、イ
スラームと対峙する「辺境」の軍事的・戦略的要請ゆえに商人・職人は事実上不在
で、貴族ならざる民衆騎士と牧羊業者が主力をなし、その生業はもっぱら略奪遠征
と移動放牧にもとづくものと構想された（3）。なかでもバレンシアを眼前に望むアラ
ゴン南部は、モデルそのものの雛形となったテルエルを筆頭に典型的な「辺境都市」
が分布する、「商業都市」、ひいては市場不在の空間とみなされてきたのである。
　けれども、そうした傾向は、2000年代後半になってようやく大きな変化を遂げる
こととなった。むろん、商業史そのものは1980年代以来ホセ・アンヘル・セスマ・
ムニョスの一連の仕事を中心に一定の蓄積をみてきたが（4）、いまや都市か農村かを
問わず、「辺境」における征服＝入植運動という伝統的な問題系に市場論が接続さ
れて、大きな成果を生み出しつつあるのである。なかでもサラゴーサ大学のアラゴ
ン中世研究センター（Grupo CEMA）による共同研究の成果である一連の論文集は、
まさしくその典型である（『中世アラゴンにおける経済発展と市場の形成（1200～
1350年）』〔2009年〕、『ある統合経済。アラゴンにおける商業・制度・市場、1300～
1500年』〔2012年〕、『中世後期の消費・商業・文化変容。14・15世紀アラゴン』〔2016
年〕）（5）。そこには、アラゴンとバレンシアとをまたぐ中世後期の王国間商業が、ア
ラゴン南部そのものの在地商業の発達にねざしていたことを主張する数々の論考が
含まれている（6）。
　カルロス・ラリエナ・コルベーラは、以上のうち2012年の論文集のなかで、アラ
ゴン商業の発展を支えた要件を次のように整理している。すなわち、①都市および
準都市的集落の交通網の確立、②国家および都市による市場の整備と制度化（わけ
ても年市・週市巡回システムの構築）、③国家による流通税徴収網の拡充がそれで
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ある（7）。だが、まさしく論文集の表題に「統合経済」と掲げられているように、こ
れらの要件はあくまでもアラゴンという空間全体を一つの単位とする広域的な市場
圏の組織化にかかわるものであって、域内の自生的かつ局地的な商業の発達、まし
てやその発生の契機を説明するものではない。それどころか、それらは13世紀後半
に国王ハイメ１世（在位1213～76年）、ついでペドロ３世（在位1276～85年）が打
ち出した一連の政策そのものであり、穀物を筆頭とする基本財の対外輸出の管理と
王国内商業の自由化によるその安定的な流通をもくろむものであった。むろん、そ
れがけっして無償でなかったことは、③の要件が示すとおりである。王権は、深刻
な債務に喘いだ国王ペドロ２世（在位1196～1213年）の治世末期以来、13世紀をつ
うじてさまざまな名目で租税を導入・増強しているが、王国統一市場の創出と国内
商業の円滑化もまさしくその一環であり、その最大の受益者が国家そのものとなる
ように志向されたものだったのである。
　以上の政策は、伝統的な特権（フエロ〔fuero, forum〕）を享受する貴族・教会・
都市の組織的な抵抗を呼び起こし、その結果1283年10月に王権と聖俗貴族・都市の
代表者とのあいだで合意・締結された「アラゴン総特権」（El Privilegio General de 
Aragón）によって、ことごとく撤回を迫られることとなった。とはいえ、そこで問
題視されたのは、あくまでもペドロ３世によって強権的に導入かつ拡大された、そ
れまでに先例のない租税であって、先王ハイメ１世治世末期の租税体系は慣習にか
なうものとして全面的に受け入れられている（8）。それ自体、13世紀後半までに知ら
れてはいてももっぱら免除の文脈で言及されるのみで、およそ現実的な課税におよ
んでいなかったものばかりである（9）。となれば、王国統一市場創出の試みが頓挫し
たとはいうものの、同世紀後半に事実上の確立をみた租税体系が、政治的な自立性
がひとまず温存されたもろもろの空間ユニット＝市場圏にいかなる作用をおよぼし
たかをあらためて問うてみる必要があろう。
　そこで本稿では、前述のようにかつて市場不在の空間とみなされながら、いまや
商業の自生的な発達が肯定的に評価されつつあるアラゴン南部（ほぼ現テルエル県
に相当）に注目したい。当該空間は、1171年のテルエルの征服以来、貴族の排除を
もくろむ王権の政策的意思を反映して、テルエル（当初貴族保有の国王ウィラ〔villa 
regis〕、13世紀中葉に王権直属、1347年に都市〔ciudad〕）の巨大な属域と、同じく
広域的な聖界領、わけても騎士団領に事実上二分された空間である。貴族がほぼ不
在となれば、当該空間は総じて13世紀後半の租税に服したことになる。というのも、
聖界領でさえ、少なくとも一部の租税の負担を免れなかったからである。テルエル
はともかく（10）、アラゴン南部の聖界領をめぐっては、個別の論考こそあれども、
カラトラーバ騎士団領アルカニスならびにサンティアゴ騎士団領モンタルバンを除
けば、依然として大部の専門研究のとりあげるところとなっておらず（11）、この方
面の問題系ではむろんほぼ手つかずのままである。それゆえ、以下ではとくに、多
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少なりとも史料に恵まれながら依然として研究の手薄なテンプル騎士団領（1311年
のテンプル騎士団解体後、1317年より聖ヨハネ騎士団アンポスタ管区に統合）をと
りあげて、具体的に検討しよう。

１　租税収奪と王国統一市場

　冒頭で述べたように、13世紀をつうじて導入が図られた一連の租税のうち、同世
紀中葉から国王ハイメ１世治世末期までに、次のようなものがほぼ定着をみている。
すなわち、ペイタ（ペチャ）（peytas〔pechas〕）、カバジェリア（cavallerías）、宿泊
税（senas）、アセンブラ（アセミラ）（acemblas〔acémilas〕）、罰金（calonias）、国
王諸権利貸借料（tributos）、軍役（huest）、モネダティクム（monedaticum〔monedage〕）
がそれである（12）。
　通常租税の中核をなすペイタは、もともと王国の故地ピレネー山脈で隷属農民が
負担した「貢租」一般を意味する言葉に由来するから、原理的には都市・国王ウィ
ラが領主である国王に負担する「貢租」である（カタルーニャおよびリバゴルサで
はケスティア〔questia〕）。だが、同時期のペイタは（ペイタにかぎらず同時期の租
税一般は）あくまでも租税管区（バイリア〔bailía〕、14世紀初頭にはメリンダー
〔merindad〕）ごとに集団的に賦課されたので、各コンセホ（concejo, concilium 共同体）
が「ソリドゥスとリブラで」（per solidum et libram, por sueldo y por libra）の原則に
そくして住人の財産を査定し、その査定額にもとづき分担割り当てを決定すること
になった。それゆえ、王権と都市・国王ウィラとの関係では「貢租」でありながら、
コンセホ当局と住人との関係ではすぐれて公的な「租税」の性格を帯びたのであ
る（13）。
　ついで「騎士封」（カウァラリア〔cavallaria〕）に由来するカバジェリアは、貴族
に封として賦与された所領がとくに負担する租税であり、ペイタ賦課対象から除外
され、一律500ソリドゥスまたはその半額が賦課され、保有者の懐に入れることが
許された。これに対して、のちに詳しく検討するように、聖界領が免れなかったの
が、国王巡行時の宿泊地提供義務（cena de presencia）、13世紀中葉には事実上定期
化かつ貨幣納化された（国王不在時の）宿泊税（cena de ausencia）である。他方、
アセンブラは、軍事奉仕に参与する貴族が必要とした運搬家畜の供出義務である。
罰金は、国王裁判によって科された罰金のうち通常総額の３分の１が王権の手元に
徴収された。軍役またはその代納税（fonsadera）は、つづく国王ペドロ３世の治世
に租税収奪の中核の一つをなすことになる（14）。
　残るモネダティクムは、アラゴン王国と、リェイダを筆頭にアラゴン王国伝統の
ハカ貨が流通した地域で、貨幣品位の維持と引き換えに賦課された通常租税である。
ペドロ２世治世の1205年にはじめて課税されたが、その際、貴族を除き、インファ
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ンソン（infanzón 自由人）、聖ヨハネ騎士団やテンプル騎士団、さらにはあらゆる
修道会の修道士も課税を免れないものと規定された（15）。だが、決定的な確立をみ
たのは、ハイメ１世治世の1236年のことである。このとき、財産額が10マラベディ
以上と査定された全世帯が７年ごとに１マラベディを賦課されたため、アラゴン王
国ではとくにモラベディ（morabedí）と呼ばれる（16）。1302年のテンプル騎士団領の
モネダティクム徴収人（collector monetatici）に宛てられた国王ハイメ２世（在位
1291～1327年）の布告（Declaraciones super monetatico）には、祖父ハイメ１世の王
令および布告にしたがって徴収人が周知するべき全13項目があらためて掲げられて
おり、そのうち第１項に、キリスト教徒かムデハルかを問わず、ハカ貨70ソリドゥ
ス（10マラベディ）に相当する財産をもつ者は一律１マラベディ、すなわちマラベ
ディあたり７ソリドゥスを負担するものと規定されている（17）。したがって、担税
者は１年あたり１ソリドゥスを賦課された計算になる。
　国王ハイメ１世はこのほかにも、塩税（gabela de la sal 塩田の国王独占と塩の指
定量の強制購買）や「新たな放牧税」（novum herbaticum それぞれ１頭あたり羊・
山羊１デナリウス、牛・馬４デナリウス）の導入をもくろんだが、激しい抵抗に遭っ
て定着をみず、ムルシア遠征に備えて臨時の補助税の供出を要求するかわりにこれ
らを撤回している。だが、つづく国王ペドロ３世は、膨らむ一方の戦費を調達する
べく、前述のペイタおよび宿泊税を中核とする既存の通常租税の賦課範囲を拡大か
つ増強する一方、父王が試みて果たせなかった数々の新税を強権的に導入している。
主要なところでは、前述の塩税、家畜キンタ（quinta del ganado）、軍役代納税
（fonsadera）、さらには特定の軍事的・政治的目的で賦課された臨時の補助税
（subsidios）が挙げられる。
　塩税は本来、塩田の国王独占と塩の強制購買という領主制的な強制使用にねざし
たものであるが、人口と家畜の頭数に応じて機械的に購買量が決定され、必要な消
費量をはるかに上回る塩の購買が強制されたので、事実上の租税（gabela）の性格
を帯びることとなった（18）。家畜キンタは、1200年代の移動放牧の発展にともなう
家畜頭数の増加にあてこんだ新税である。牽引家畜を除く全家畜の５分の１が現物
または貨幣で徴収されたが、牧畜の比重が高い都市・村落ではもっぱら貨幣で徴収
された（それぞれ１頭あたり羊６デナリウス、仔羊３デナリウス）（19）。軍役代納税
はもともと軍役忌避に対する罰金に由来する。王権は1276年末から1277年にかけて
サラゴーサ、テルエル、ダローカ、カラタユーにそれぞれ3,000～4,000人の兵員の
供出を要求するも果たされず、その結果、テルエルとそのアルデアについては、そ
れぞれ１人あたり騎士120ソリドゥス、歩兵60ソリドゥスの納付を要求している（20）。
だが、1280年にはもはや軍役忌避が一般化し、軍役代納税が王国全土に拡大するこ
ととなった。同年、騎士団領をも含む44の都市・村落が併せて387,640ソリドゥス
もの負担を強いられている（21）。
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　王権は、以上のような租税の導入・増強と並行して、王国規模の商品・貨幣流通
の組織化をつうじて生み出されるあらゆる利益を独占することにも余念がなかっ
た。国王ハイメ１世は1257年、王国内商業の麻痺と穀物価格の高騰という事態をう
け、穀物の対外輸出の許可制をしいた（22）。これを継承した国王ペドロ３世はさらに、
次のような政策を矢継ぎ早に打ち出している。すなわち、①国王裁判の有料化と、
証書の有料発給（公証人およびコレドール〔corredor 商品取引を仲介するコンセホ
役人〕の任命権の独占）、②国王の商品取引所（alhóndiga, almudí）に商人の滞在を
義務づけ、③都市の特権を大幅に縮小し、基本財に独自の商業的な制限をかけるこ
とを禁止、④穀物、馬、油の対外輸出は原則禁止、対外輸出にはすべて王権の許可
を必要とし、それらの取引は国王の商品取引所に限定して、輸出許可状の有償取得
を要する、以上がそれである（23）。これら一連の政策はまさしく王国統一市場の創
出を志向するものであるが、その真の目的は、伝統的な流通税免除特権の大幅な縮
小ばかりか、家畜を用いて運搬される穀物およびワインに賦課された「新たな通行
税」（peages nuevos）の負担（24）を強いた王権の姿勢に如実に表れているのである。
　以上のような一連の政策は、伝統的な特権を享受する貴族・教会・都市をウニオ
ン（Unión 盟約）に結集せしめ、組織的な抵抗を呼び起こさずにはいなかった。こ
うして1283年10月３日、王権と聖俗貴族・都市の代表者とのあいだで合意・締結さ
れたのが、前述の「アラゴン総特権」である。その内容をかいつまんで説明すれば、
次のとおりである。すなわち、①王権はアラゴン王国、バレンシア王国、リバゴル
サ伯領、テルエルの既存のフエロと特権を遵守・確認すること（25）、②アラゴン王
国の全臣民は自らが望む量の塩を旧来どおり利用できること（塩税の廃止）（26）、③
家畜キンタの廃止（27）、④国王ハイメ１世治世末期の租税体系に立ちもどること（28）、
⑤国王文書局による証書作成料を適正額にもどすこと（29）、⑥都市およびウィラの
公証人とコレドールの任命権を旧来どおりそれぞれの誓約人に帰すること（30）、⑦
商人の国王商品取引所滞在義務を緩和すること（31）、⑧新たな通行税は廃止され、
旧来の通行税と徴収網に回帰し、全臣民があらゆる街道を使って自由に往来できる
こと（32）、といった具合である。両者の対立は、伝統的な特権を掲げる聖俗貴族・
都市の意向に沿ったかたちでひとまずは解決をみたわけである。だが、④の国王ハ
イメ１世治世末期の租税こそ、先に掲げたペイタ、カバジェリア、宿泊税、アセン
ブラ、罰金、国王諸権利貸借料、軍役、モネダティクムにほかならない。以下では、
聖界領が免れなかった主要な通常租税であるモネダティクムおよび宿泊税に注目し
よう。
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２　騎士団領と租税

⑴　モネダティクム（モラベディ）
　国王ハイメ１世は1228年、サンティアゴ騎士団総長ペドロ・ゴンサーレスに、モ
ンタルバンのバイリア（bailía またはエンコミエンダ〔encomienda〕）からのモネダ
ティクムの納付を免除すると同時に、徴収・取得権そのものを賦与している（33）。
当該特権はすでにモネダティクム賦課が制度的に確立した1270年にもあらためて賦
与されていて、王権がアラゴン王国で当該租税を賦課する際には、モンタルバンと
そのアルデアのそれを徴収・取得することが許されている（34）。ただ、それ自体は、
モンタルバンにかぎらず、王権と聖俗貴族一般との合意の所産であった。すなわち、
王権はモネダティクムを７年周期で賦課するが、聖俗貴族はそのつど自領のそれを
独自に徴収・取得するというものである。国王ペドロ３世はこれを白紙に戻して聖
界領からも納付を要求したが、むろん激しい抵抗を呼び起こし、騎士団領とは1277
年に、各騎士団領が徴収した総額を王権と折半するという内容の合意にいたっ
た（35）。実際、1284年には、テンプル騎士団のアルファンブラおよびビジェルのバ
イリアの徴税人（collector monetatici）は、騎士団員とともに徴税にあたり、王権と
同騎士団とのあいだで総額を折半することになっている（36）。
　1302年12月13日に発給されたテンプル騎士団宛ての徴税・納付命令では、エブロ
川およびシンカ川流域の同騎士団バイリア（リバ＝ロージャ、アスコ、ミラベット、
オルタ、カステリョーテ、カンタビエハ、アルファンブラ、カラタユー、ビジェル、
アンベル、ノビーリャス、ボキニェニ、サラゴーサ）が、翌年の聖ミカエルの祝日
に、徴税人サンチョ・デ・アグイスに納付するよう申し渡されている（37）。ついで
1309年発令・1310年徴税・納付であるが、この時期の情報はかなり断片的で年代も
欠落しているものが多く、モンタルバンとそのアルデアがテルエルとそのアルデア
と同一の徴税人ミゲル・デ・ブイルの管轄であること（38）、アリアーガを筆頭とす
る聖ヨハネ騎士団領は全体としてサンチョ・オルティス・デ・アヘなる別の徴税人
に服したことがわかるくらいである（39）。
　次は1315年末～1316年初頭の発令、1316年の聖ミカエルの祝日に徴税・納付となっ
たが、1311年のテンプル騎士団の解体によってかなり変則的になっている。まず、
国王ハイメ２世は1315年11月20日、ミゲル・デ・ブイルを徴税人に任命して、テル
エルとそのアルデア、カラトラーバ騎士団領アルカニスとそのアルデア、サンティ
アゴ騎士団領モンタルバンとそのアルデア、聖ヨハネ騎士団領アリアーガのバイリ
ア、ラ・ソーヴ・マジュール修道院傘下の騎士団の本拠地アルカラ・デ・ラ・セル
バ、旧テンプル騎士団領のアルファンブラおよびビジェルのバイリアからの徴税・
納付を発令している（40）。そのうち、アルカニスとモンタルバンは例によって、徴
税人が各コメンダドール（comendador 分団長）とともに徴収し、その総額を折半
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することになっている（41）。他方、同じく旧テンプル騎士団領のカステリョーテ、
カンタビエハ、オルタのバイリアは、トゥルトーザ司教領のリェド、サラゴーサ司
教領のバルデロブレス、フエンテスパルダ、メスキン、ベセイテなどとともに徴税
人ドミンゴ・フラエーリャの管轄となっているが、旧テンプル騎士団領で各コメン
ダドールの手元に残されることになっていた総額の２分の１については、フアン・
パラシンなる別の徴税人が別途一括して徴収することになっているのである（42）。
王権は、1317年６月11日にもあらためて旧テンプル騎士団領のビジェル、カンタビ
エハ、イグレスエラ・デル・シッド、カニャーダ・デ・ベナタンドゥス、トロンチョ
ンほかのフスティシア（justicia コンセホ当局の裁判官にして筆頭役人）に徴税人
フアン・パラシンへの納付を命じているが、そこにはもはや前述の折半規定はみあ
たらない（43）。
　次なる発令は、旧テンプル騎士団領が聖ヨハネ騎士団アンポスタ管区に統合され
たのちの1321年12月23日、徴収・納付は例によって翌年の聖ミカエルの祝日である。
いまやアンポスタ管区に統合されたカステリョーテ、カンタビエハ、オルタは、トゥ
ルトーザ司教領（リェドおよびアレンス・デ・リェド）とアンポスタ管区のミラベッ
トおよびアスコとともに、エヘアの租税管区を担当したサンチョ・デ・アグイスの
徴税に服している（44）。残るビジェルおよびアルファンブラはおそらく、テルエル
とそのアルデアとともに徴税人ペドロ・ヒメネス・ドゥクの管轄対象に含まれたに
ちがいない（45）。
　領有主体によらず各集落の地理的布置にもとづく租税管区の確立は、次なるモネ
ダティクム徴収時以降、ますます明確になる。国王アルフォンソ４世（在位1327～
1336年）治世の1329年７月25日、翌年の聖ミカエルの祝日納付を通達した一連の王
令はそれぞれ、テルエルとそのアルデア、アルカラ・デ・ラ・セルバ、アルファン
ブラおよびビジェルのバイリア（徴税人フアン・ペレス・デル・ロイ）（46）、カラトラー
バ騎士団領のアルカニスおよびモンロージョ（徴税人パスカシオ・マテオ）（47）、旧
テンプル騎士団領のカンタビエハ、オルタ、アスコ、リバ＝ロージャ（徴税人ドミ
ンゴ・ノバレス）（48）、同じく旧テンプル騎士団領のカステリョーテ、すでに帰属を
同じくするアンポスタ管区のアリアーガ、トゥルトーザ司教領のリェドおよびアレ
ンス・デ・リェド（徴税人Ｒ・グラネル）（49）に発令されているのである。
　とくにビジェルのバイリアには、同年の徴税に直接かかわる領収証（publica 
albara）が伝来する。それは、前述の徴税人であるテルエル住人フアン・ペレス・
デル・ロイが1332年５月７日に、ビジェルのバイレ（baile この場合領主役人）の
パスクアル・フロレントに宛てた、バイリアを構成する４集落（ビジェル、ビジャ
スタル、リオデバ、リブロス）からのモラベディ納付を証明するものである。そこ
では、財産査定額が10マラベディ（70ソリドゥス）を超えていて「（申告済みで）
判明な」（claros）担税者と、未査定ないしは担税基準額に達していなかったがいま

119



や「査定された」（apurados）担税者とを併せて、全体で332モラベディが計上され
ており、その２分の１に相当する166モラベディ（内訳は前者が148、後者が18）が
国王取り分となっている（50）。納付そのものはハカ貨で行われたはずであるから、
徴収分が2,324ソリドゥス、納付分が1,162ソリドゥスという計算になる。

⑵　宿泊税
　1260年、ビジェルのバイリア南端のリオデバに発給された入植許可状には、20名
限定の入植者が、国王・王太子・プロクラドール（procurador 国王代理）に果たす
べき宿泊地提供義務ないしはその代納税（cena）を、ビジェル（のバイリア）の住
人として共同で負担するよう規定する条項がある（51）。実際の宿泊税賦課・徴収の
痕跡がみとめられる史料上最初の画期は1252年であるが（52）、アラゴン南部の聖界
領の担税内容が多少なりともわかるのは、前述のように聖俗問わず租税収奪に邁進
した国王ペドロ３世治世末期の1284年からである。来訪時の饗応という本来の趣旨
からして修道院長や司教座聖堂参事会長などと同様にコメンダドール個人、コメン
ダドールとバイリアの各村落の住人にそれぞれないしいずれかに賦課、さらには両
者共同で負担と、大きく分けて三通りの形式がとられた。かなり断片的ながら、同
年７月11日には、カステリョーテのバイリアが900ソリドゥス（カステリョーテ
200、そのアルデアが700）（53）、12月26日のリストでは、アルカラ・デ・ラ・セルバ
800ソリドゥス、ビジェル1,000ソリドゥス、アルファンブラ1,000ソリドゥス、アリ
アーガ1,200ソリドゥス、サラゴーサ司教領のリナレス700ソリドゥス、プエルトミ
ンガルボとカステルビスパルは共同で900ソリドゥス、ホルカス500ソリドゥス、さ
らにテンプル騎士団領のミラベットが200ソリドゥスをそれぞれ要求されている（す
べてハカ貨）（54）。
　同年末から当初ウエスカ、1285年３月にスエラに場所を移して開催されたウニオ
ン会議では、一連の聖界領が宿泊税の正当性と高額さをめぐって王権に陳情してい
る。リナレス、プエルトミンガルボ、カステルビスパル、ホルカスの代理人は、王
権が本年、宿泊税名目で、全体で1,900ソリドゥスの納付を要求したので村落その
ものを抵当化するほかなかったが、このような租税を納付する慣習はないと主張し
た。だが、王権はそれが自らの権利であり、代々の慣習であるとし、これを一蹴し
ている。
　また、カラトラーバ騎士団領のモンロージョの代理人は、王太子（アルフォンソ）
が前年宿泊税名目で500ソリドゥスを要求したが、本年は585ソリドゥスを要求して
おり、慣習にはあたらないと主張する。以下同様に、カンタビエハのバイリアの代
理人は、王太子が前年宿泊税名目で1,100ソリドゥスを要求し、王権が（王太子宿
泊税として）本年は1,200ソリドゥス、さらに徴税人に手数料としてラル貨（バレ
ンシア王国の貨幣）で120ソリドゥスを支払うよう要求している、ふたたびカラト
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ラーバ騎士団領のモリーノスの代理人は、王太子が前年600ソリドゥスを要求した
が、本年は王権が700ソリドゥス、さらに徴税人の手数料でラル貨40ソリドゥスを
も支払うよう要求している、カステリョーテの代理人も同様に、王太子が前年600
ソリドゥスを要求したのに、王権は本年700ソリドゥスと、徴税手数料としてラル
貨40ソリドゥスの支払いを要求していると、それぞれ訴えている。王権はこれらの
陳情に対して、それは国王の権利であり慣習であるうえ、王太子の命令によるので
はなく、各々自ら望んで支払うものであると回答している。アラゴン大法官（Justicia 
de Aragón）フアン・ヒル・タリンの判決は王権の回答そのままであるばかりか、
宿泊税を名目に村落を抵当化してはならないと命じている。
　他方、当時サラゴーサ司教領のミラベーテ・デ・ラ・シエラ（Miravete sobre 
Aliaga）の場合は、その代理人が、王権が本年宿泊税名目で300ソリドゥス納付を要
求しており、当該コンセホは村落を徴税人に抵当化したが、そもそもこのような宿
泊税を支払う慣習がないとしている。王権はここではめずらしくそれを受け入れ、
王権はサラゴーサ司教領ということで賦課するが、それにあたらないのならば返還
するとしている。アラゴン大法官の判決もまた、同地住人が二重払いにならないよ
うに、王権はサン・サルバドール・デ・サラゴーサ司教座聖堂参事会の500ソリドゥ
スを徴収するのみとし、抵当権を償還することとしている（55）。賦課対象はあくまで
も司教座聖堂参事会であって、当該村落そのものではなかったということであろう。
　同年末に王位を継承した国王アルフォンソ３世（在位1285～1291年）の短い治世
では、1286年と1287年の担税リストが知られるのみである。前者では、1286年４月
18日にモンタルバン800ソリドゥス、カステリョーテ600ソリドゥス、カンタビエハ
800ソリドゥス、またアルカニスのコメンダドール単独で500ソリドゥス（56）、同年
５月１日にはアリアーガ800ソリドゥス、ビジャルエンゴ750ソリドゥス、ビジェル
400ソリドゥス、アルファンブラ750ソリドゥス（57）がそれぞれ要求されている。後
者では、1287年５月７日にカラトラーバ騎士団領が合計2,700ソリドゥス（アルカ
ニス1,000、マエーリャ400、ファバーラ200、モリーノス400、バレア400、アルコリー
サ300）、アリアーガ600ソリドゥス、モンタルバン1,000ソリドゥス、ビジェル400
ソリドゥス、アルファンブラ500ソリドゥス、アルカラ・デ・ラ・セルバ300ソリドゥ
スをそれぞれ負担している（58）。
　宿泊税賦課の全面的な体系化にいたったのが国王ハイメ２世の治世であり、それ
はつづく国王アルフォンソ４世の治世にもほぼ変わるところがなかった。すなわち、
毎年１月の徴税発令、宿泊地提供義務か国王不在時の宿泊税かの決定、賦課対象の
固定（コメンダドール、バイリア、両者の共同負担）、税額の固定化、さらに王太
子宿泊税額は正確に王権のそれの３分の１になっている。とはいえ、即位当初から
少なくとも1294年までの３年間は、賦課対象や税額にやや変動がみられる（59）。テ
ンプル騎士団領では、カンタビエハが800ソリドゥス（1293年のみ900ソリドゥス）、
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以下カステリョーテ600ソリドゥス（1292年のみ800ソリドゥス）、アルファンブラ
500ソリドゥス（1294年のみ）、ビジェル400ソリドゥス（1294年のみ）である（い
ずれもコメンダドールおよびバイリアの共同負担）。聖ヨハネ騎士団のアリアーガ
は一貫して600ソリドゥスである（コメンダドールおよびバイリアの共同負担）。複
雑なのは、コメンダドールと領有下の集落がそれぞれ個別に賦課されたカラトラー
バ騎士団領である。すなわち、コメンダドール500ソリドゥス（1293年のみ）、アル
カニス1,000ソリドゥス、アルコリーサ400ソリドゥス（1294年除く）、モンロージョ
800ソリドゥス（1294年除く）、ファバーラ200ソリドゥス（1294年除く）、モリーノ
ス400ソリドゥス（1294年除く）、エフルベ700ソリドゥス、マエーリャ500ソリドゥ
ス（1294年のみ）である。サンティアゴ騎士団の場合は、モンタルバンが1,000ソ
リドゥスであったのが、1293年からコメンダドール個人が負担することになってい
る。
　これが、1298年発令から1305年の要求分までの徴税リストになると、かなり簡略
化されていいて、税額も完全に固定されている（60）。すなわち、テンプル騎士団領
では、カンタビエハおよびカステリョーテはもはや含まれておらず、コメンダドー
ルとバイリアとの共同負担でアルファンブラ400ソリドゥス、ビジェル400ソリドゥ
ス、聖ヨハネ騎士団領では、同じく共同負担でアリアーガが300ソリドゥスと一貫
して半額に減額されている。他方、カラトラーバ騎士団領では、アルカニスとその
アルデアだけで2,000ソリドゥスを負担するかたちになっていて、サンティアゴ騎
士団領では、コメンダドール個人が従来の半額にあたる500ソリドゥスを要求され
るのみとなっている。とくにアルファンブラとビジェルのバイリアの徴税額400ソ
リドゥスは、同じくテンプル騎士団バイリアのエンシナコルバ（コメンダドール負
担）、ノビーリャス（コメンダドールとバイリアとの共同負担）、サラゴーサ、ウエ
スカ（いずれもコメンダドール負担）、アンベル（共同負担）と同額になっており、
合計2,800ソリドゥスを領主家産やバイリアの規模に関係なく均等に割ったものと
想定される（61）。
　1310年代については、王権のものはないが、王太子（ハイメ）の宿泊税リストが
伝来する（1313～1319年）（62）。アルファンブラおよびビジェルはそれぞれ133ソリ
ドゥス４デナリウス、アリアーガは100ソリドゥスと見事なまでに王権のそれの３
分の１に固定されていて、これは1314年分まではモンタルバンのコメンダドールが
個人で負担した166ソリドゥス８デナリウスについても同様である。だが、ここに
はもはや、カンタビエハとカステリョーテのバイリアばかりか、アルカニスとその
アルデアさえもが含まれていない。モンタルバンのコメンダドールもまた、登録さ
れつづけてはいるものの、1315年徴税分から税額につづけて、そのつど国王特権に
より国王およびプロクラドール（この場合王太子）の宿泊税が免除されている旨が
明記されるようになっている（63）。
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　つづく国王アルフォンソ４世の治世では、ほぼその在位期間をカヴァーする1328
～1336年の徴税リストが数えられるが、もはや先王ハイメ２世の治世と賦課対象も
税額もほぼ変わるところがない（64）。ただ、ここでは、カンタビエハとカステリョー
テ、ついでカラトラーバ騎士団領（モンロージョ、エフルベ、ファバーラ、モリー
ノス、マエーリャ、さらにはアルカニスとそのアルデア）がなぜ徴税リストに現れ
なくなったかが、それらが宿泊税（cene Aragone in ausencia）ではなく来訪時の宿
泊地提供義務（cene Aragone in presencia）の負担対象のリストに連ねられているこ
とから明確に説明される。たとえば、カンタビエハは、まさしく先王の徴税リスト
から姿を消す直前の1298年３月28日の国王特権によって、宿泊税の免除と当該地で
の王権の歓待に負担が変更されたことが、毎年のリストにそのつど付記されてい
る（65）。なお、モンタルバンについては、もはやどこにもみあたらない。
　後述するように、1349年に編纂されたビジェルのバイリア独自のカルチュレール
『ビジェル緑書』（Libro verde de Villel）には、1338年頃から同書編纂時の1349年ま
での土地貸借文書群をベースに作成されたとおぼしき貢租目録が付されており（66）、
その末尾では、当該バイリアが毎年負担する宿泊税の税額とその分担内容が明記さ
れている。税額はまさしく先のとおり王権が400ソリドゥス、総督（gonbernador こ
の場合王太子）が133ソリドゥス４デナリウスである。ビジェルの場合、いずれも
コメンダドールとバイリアとが共同負担であるが、以上のうち、ビジェル本体は
266ソリドゥス８デナリウス（全体の２分の１）、コメンダドールは総督向けの税額
にひとしい133ソリドゥス４デナリウスを自ら負担し、バイリアを構成する３アル
デアが残る133ソリドゥス４デナリウスをそれぞれ分担することになっている。す
なわち、リオデバ66ソリドゥス８デナリウス、ビジャスタル44ソリドゥス６デナリ
ウス、リブロス22ソリドゥス２デナリウスである（67）。

３　領主制／共同体の構造変化と商品交換

　1322年にカンタビエハのバイリアで生じた租税の分担をめぐる紛争の顛末は、き
わめて興味深いものである。カンタビエハの誓約人フアン・デ・モンソンおよびペ
ドロ・アルカラは同年６月15日、アンポスタ管区長マルティン・ペレス・デ・オロ
スの面前で次のように陳情した。すなわち、当該バイリアのあらゆる義務は各共同
体のあいだで家屋戸数にもとづき（por casas）分担するよう規定されているが、国王・
王太子の宿泊税や軍役代納税、それに類似のほかの租税（cena de rey o de infant o 
redempcion de huest o otras cosas semblantes）はカンタビエハがもっぱら負担すると
ころとなっているので、カンタビエハ、ミランベル、トロンチョンの各共同体がそ
れぞれの家屋戸数にもとづき分担するべきだというのである。陳情書の写しを受領
したトロンチョンの誓約人フアン・ドミンゴとミランベルの誓約人バルトロメ・デ・
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エフルベはいずれもこの陳情を無効とし、あくまでも財産査定額にもとづき（「ソ
リドゥスとリブラで」〔por sueldo e por liura〕）分担するべきだとする回答書を同月
17日に送付している。これに同意できないカンタビエハとトロンチョンおよびミラ
ンベルとの主張は平行線をたどり、アンポスタ管区長は19日、向こう10年間は当該
バイリアの全住人が財産査定額にもとづき担税し、当該期間満了後に家屋戸数にも
とづく分担方式に戻すと裁定している（68）。
　「ソリドゥスとリブラで」を原則とする住人財産の査定は租税だけでなく、じつ
は領主の貢租収奪にもきわめて重大な影響をおよぼしている。そのあたりは、ビジェ
ルのバイリアの村落ビジャスタルのケースに詳しい。少々時間をさかのぼろう。テ
ンプル騎士団領有下の1264年、同地では20名のキリスト教徒入植者に向けて入植許
可状が賦与されている。各入植者は、菜園の収穫物の７分の１、葡萄畑の収穫物の
４分の１からなる定率貢租を負担するよう規定されている（69）。だが、その４年後
の1271年、同一の入植区画に対してあらためて賦与された入植許可状では、それま
で負担したという全収穫の７分の１の定率貢租が入植者全体で集団的に負担するハ
カ貨200ソリドゥスに変更されている。ここでは、当初20名に分与された割当地が
新たに17のキニオン（quinyon 割当地）に均等に分割されることになっているから、
各キニオンが全体で200ソリドゥスを均等に分担することになったであろう（70）。
　ところが、これがアンポスタ管区統合後の1332年に同地の住人を二分する紛争の
火種となっている。すなわち、一方の当事者は文字どおりの同地住人（herederos que 
son en el dito lugar de Bellestar）の一部であり、彼らは同地における財産すべてが貢租
の分担にかかわるべきだと主張した。これに対して、彼ら以外の住人と、同村域に
土地、財産、開墾地をもつ者（todos otros herederos que son en el dito lugar de Bellestar e 
detenedores e possedidores de las piezas e heredades e roturas sitiados en el termino del dito 
lugar）は自らの土地がそもそもキニオンに分割されたものではないから、各キニオ
ンに割り当てられたいかなる貢租をも負担しないと主張したのである。コメンダドー
ルの裁定は、前者の主張をいれて村域内のあらゆる土地、財産、開墾地は200ソリドゥ
スの貢租を分担しなくてはならないというものであり、以後全住人は、よき人びと
の財産査定（estimacion de hombres buenos）により、「ソリドゥスとリブラで」の原則
にそくして分担することとされている（71）。
　前述のように、『ビジェル緑書』末尾の宿泊税の分担リストでは、ビジャスタル
は44ソリドゥス６デナリウスを割り当てられている。共同体内部の租税と貢租のそ
れぞれの配分原則は不明である。けれども、村落単位で共同負担するものであるか
ぎり、少なくとも共同体の側からすれば、租税であれ貢租であれ、納付先が異なる
ほかは、いずれも同一の財産査定にもとづいていて貨幣納という点でも大きな差異
はなかったかもしれない。いずれにせよ、租税と貢租との関係をより深く検討する
ために、ビジェルのバイリアにかかわる次の二つの史料を突き合わせてみよう。す
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なわち、一つは、1342年のテルエルとそのアルデアのモラベディ徴収記録である。
前述のようにビジェルとアルファンブラのバイリアはテルエルと同一の徴税人の管
轄であったから、その末尾の第117葉～125葉にはそれら二つのバイリアの担税者目
録が付されている（それぞれ第117葉～121葉裏、第121葉裏～125葉）（72）。いま一つは、
前述のカルチュレール『ビジェル緑書』末尾の貢租目録である（452～472頁）（73）。
カルチュレール全体の編纂は1349年であるが、これは同年に一挙に行われた実地検
分の所産ではない。本体に筆写されているのは、土地貸借文書にかぎれば前任コメ
ンダドール在任時の1337年までのものばかりであり、貢租目録は事実上、本体には
筆写されていない1338～1349年の土地貸借文書の要録で構成されているのである。
それゆえ、やや時間的な幅こそあれども、前者のモラベディ徴収記録とほぼ同時期
のものとみなしてよいであろう。
　まず、モラベディ徴収記録の概要を整理しておこう。ビジェルを筆頭に当該バイ
リアの実際の徴税業務を担った徴税人（cogedor）は、ビジェル住人フアン・サンチェ
ス・デ・ウンカスティーリョとなっている。前述のように、モラベディは70ソリドゥ
ス（10マラベディ）以上の査定額の財産をもつ者が一律７ソリドゥス（１マラベディ）
を負担するので、村落ごとに人名が列挙されるばかりである。各頁の末尾には人数
＝モラベディ数の頁合計（suma plana）が付され、ひとまずそれらを合計した、「（申
告済みで）判明な者」の合計（suma de claros）が明記される。これにつづくのが「疑
わしい者」（dubdantes）のリストである。列挙された人名の直前・直後には、次の
ような文言がみられる。直前にみられるのが「なし」（nichil）であり、これは財産
査定額が基準額に満たず、負担を免れていることを示す。直後にしばしば異なる手・
インクで付されるのが、「判明」、「宣誓」（juro）、わずかながら「剃髪（聖職者）」
（coronado）である。「宣誓」は自らの財産が基準額に満たないことを宣誓した者で
あり、負担を免れたことになる。「剃髪」はまさしく直前の「なし」の事由の一つ
である。こうして各村落のリストの末尾に総合計（suma mayor）と、王権の取り分
となる２分の１にあたる数値がそれぞれ明記される。ただし、合計はいずれも列挙
された人数そのままの合計ではなく、「判明な者」（claros）と「査定・申告された
疑わしい者」（dubdantes declaridos e trobas）との合計である（74）。これが一村落のモ
ラベディ額ということになる。
　各村落のモラベディ合計は、ビジェルが232（254）（75）、ビジャスタル18（25）（76）、
リブロス４（５）（77）、リオデバ43（58）（78）、しめて297（342）である（括弧内は登録数）。
その半分の148.5が王権への納付分、残る148.5が領主留保分である。したがって、
ソリドゥス換算で全体の徴収額が2,079ソリドゥス、王権納付分・領主留保分がそ
れぞれ1,039ソリドゥス６デナリウスとなる。10年前の1332年のモラベディ領収証
ではそれぞれ2,324ソリドゥス、1,162ソリドゥスであったから、35モラベディもの
減少をみていることになる。

125



　もっとも、ここでは次の点に注目したい。すなわち、リストに先立ち、同年のフ
スティシアのマルティン・デ・ラ・バルバ、誓約人のラサロ・デ・ラ・バルバ、そ
れら要職の選出母体であるよき人びとのガルシア・ペレス・デ・クブラ、公証人ミ
ゲル・ビセンテ、ドミンゴ・ベルナベ、マルティン・ベリードは、コメンダドール
のロペ・フェルナンデス・デ・ルナとともに徴収発令に同意すると、よき人びとが
（未申告の）住人財産を査定、同地住人を徴税人に任命して、あくまでもコンセホ
主導で徴収を行い、王権と領主とにそれぞれ総額の２分の１を納付する（79）。それ
はもはや、領主が徴収した租税の半分を王権と分け合うのではなく、領主支配下の
共同体が自ら王権と領主とに租税を納付するというかたちになっているのである。
なお、彼らコンセホ要職者はみな「判明」である。コンセホ当局を構成する有力家
族の出身者なのだから、当然というべきか。
　ついで『ビジェル緑書』の貢租目録に目を転じよう。これは、ビジェルおよびビ
ジャスタルのみの目録となっていて、リオデバもリブロスも含まれていない。もっ
とも、ビジャスタルは前述のとおり200ソリドゥスの集団的貢租を負担する旨が記
載されているのみなので（クリスマスに納付）（80）、事実上ビジェルのみの貢租目録
といってよい。全体は納付期日（聖ミカエル、クリスマス、謝肉祭、花の復活祭）、
各貸借地が所在する村域内の区域、貢租内容（貨幣、穀物、ロウ、雌鶏）、ルイス
モ＝ファディーガ（luísmo-fadiga 貸借地売却時に領主優先買い戻し、または「譲渡
税」支払い義務を帯びた契約）の有無によって分類されており、分類項目ごとに保
有者名、貸借地、貢租内容がそれぞれ列挙されている。また、各頁末尾の合計、分
類項目ごとの合計、さらに最終頁に徴収品目別の全体合計が記されていて、その最
末尾には前述のように国王および総督の宿泊税の負担額が、ここだけビジェルとそ
のアルデアの分担分とともに明記されており、バイリア全体を対象とする領主の会
計記録のようにみえなくもない。
　徴収品目別の合計は、645ソリドゥス4.5デナリウス、ロウ10リブラ３クアルタロ
ン、雌鶏13羽、小麦7.5ファネーガ、大麦２ファネーガである。このうちビジャス
タルの200ソリドゥスを差し引いた445ソリドゥス4.5デナリウスがビジェルからあ
がる貨幣貢租収入の合計である。貸借地の地目の大半は葡萄畑（vinya）、新規葡萄
作付地（quincha）、菜園（huerto）、家屋（casa）で、一部ロウと雌鳥を含むものの
ほぼ貨幣納である。これに対して耕地（pieza）はわずかに12件で、これも１件を
除いてすべて貨幣納である。穀物貢租を負担したのはもっぱら、「聖ミカエルの祝
日の穀物貢租」（Açensales de pan de sant Miguel）という分類項目にまとめられた、
ラ・カニャーダという区域のキニオン、耕地、家屋の保有者に限定される（９件）（81）。
貸借地に占める葡萄畑の比重の高さは特筆すべきものがあり、プラノ・フアン・カ
マーラやバル・デ・ガルシアといった区域を中心に50件を数えるばかりか（82）、ラ・
チャルテーラでは葡萄栽培に特化された区域を生み出すべく全域にわたって葡萄の
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作付けが行われている（49件）（83）。むろん、これらはすべて貨幣納である（後者に
いたっては当初から全体で100ソリドゥスの納付をみこんで土地が均等に分与され
ている）。
　前述のようにやや複雑な分類原則をとっているせいで、複数の貸借地を保有する
同一の人物が各所にばらばらに記載されている。たとえば、フアン・マルコは、セ
リエーリャおよびトレホンの菜園（10デナリウス）、バル・デ・ガルシアの葡萄畑（４
ソリドゥス）、モリーノ（水車）街区の家屋（６デナリウス）、ふたたびバル・デ・
ガルシアの葡萄畑（22デナリウス）、プラサ（広場）街区の家屋（３ソリドゥス）
がすべて異なる分類項目に登録されている（84）。この点に留意して保有者を数えて
みると、さしあたり何某の子たちといったケースも１人と数えて、少なくとも144
人となる。そのうち前述のモラベディ徴収記録に現れる者は先のフアン・マルコを
含む51人で、テルエルで納付するという靴工ペロ・ルエスタを除いて「なし」「宣誓」
が併せて４人、差し引き47人が担税者であった計算になる。貢租目録の中身に多少
の時間幅があることを考慮に入れて、人名系統から明らかに親族とおぼしい者を
拾っても24人が加算されるにすぎない。となると、144人中69人は、モラベディ徴
収記録に登録さえされていないことになる。
　ここでは次のような解釈ができようか。第１に、それら69人は、モラベディ負担
の基準となる70ソリドゥスの財産査定額に満たない住人であった。徴収記録では「な
し」「宣誓」として登録そのものはされるはずだから、これはどうも考えがたい。
第２に、それらは、ビジェル村域内で領主から貸与された財産をもつだけで、主要
家屋をもつ、あるいは年間の大半を過ごすのは別村落である人びとであった。これ
は十分に考えられそうである。第３は、そもそも土地貸借によって発生する貢租を
負担しない住人が相当数いた。すなわち、232／254人の担税者／登録者のうち、貢
租目録から51人しか同定できず、親族とおぼしき者を加えても75人で、残る179人
が貢租目録には出てこないとなれば、それらのうち少なくとも157人は70ソリドゥ
ス以上の財産をもつ一方で、領主に対する貢租は負担しなかったということである。
双方に登録される者の場合は逆に、貢租目録中の貸借地はその財産の一部をなすも
のにすぎなかったことになる。
　となれば、ビジャスタルの200ソリドゥスは書かれるのに、リブロスはともかく
43／58人がモラベディ徴収記録に登録されるリオデバが貢租目録でいっさい言及さ
れないのは、貢租目録の不備・欠落によるものではなく、もはやリオデバで土地貸
借に由来する貢租が発生しなかったからではないか。さらに最末尾に毎年負担する
バイリア全体の宿泊税の支出額が明記されるのに、あくまでも土地貸借に由来する
貢租収入のみの目録となっているのは、やはりその不備・欠落によるものではなく、
もはやバイリア固有の家政収入のうち、少なくとも負担額が一定期間固定されてい
て毎年予測可能な最低限の収入が、各住人を（コンセホを通さず）個人レヴェルで
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収奪できる貢租以外にないからではないか。７年周期とはいうものの、モラベディ
の言及がないのはなぜか。それは前述のように、もはやコンセホが自ら財産査定し、
自ら徴収し、総額の半分を王権の徴税人と、残る半分を領主、ただしコメンダドー
ルではなく本当の意味での領主であるアンポスタ管区長の徴税人とに自ら納付する
ものであったからである（85）。ここでは、領主制はもはや、自領の土地にねざした
収入以上に、コンセホそのものに対する王権の直接的な租税収奪に寄生するように
なっているのである。
　こうして住人の負担は、個別的な土地貸借を除けば、いずれもコンセホを窓口と
して、それどころか事実上コンセホによって賦課される、すぐれて公的な負担とい
う性格を帯びることになる。それは経済的には、コンセホが住人に以下を同時に強
いることを意味する。すなわち、全面的に貨幣納化された負担を履行するためのあ
らゆる生産物の換金と、バイリア域内市場における生産物、わけても食糧の十分か
つ安定的な供給である（86）。もっとも、それらを両立させるのは至難の業である。
もしバイリアが外部から遮断された閉鎖回路であったとしたら、域内市場の供給が
保証されても、貨幣は収奪されるがまま流出する一方である。逆にバイリアが外部
に両手を広げた開放的な回路であったとしたら、貨幣需要は満たされるかもしれな
いが、生産物の域外流出は免れない。もとより基本財の安定供給、すなわち域内価
格を安価に維持して住人の生存権を保証しようとするあらゆる政治的措置は、域外
からみればむしろ財の持ち出しに有利な条件とみなされかねない。穀物の公定価格
の設定とか自前のワインの保護政策とか、コンセホ当局がそのつど微妙な舵取りを
迫られたのはそのせいである（87）。その意味では、商品交換は共同体の安寧を維持
するうえで本来忌避すべきものであるが、それなしには共同体そのものが立ち行か
ないというパラドックスに陥っているのである。
　誓約人によって任命され、まさしくコンセホ当局の一席を占める公証人が一貫し
て使用した契約書式には、そうしたパラドックスが如実に反映されているようであ
る。アラゴン王国最初期の公証人登記簿『1277年から1302年までのビジェル（テル
エル）の公証人マニュアル』には、商品交換にかかわる証書群が一定数含まれてい
る。商品交換にかかわるとやや曖昧に表現するのは、それらがすべて、財の売却・
購買を字義どおり表現するのではなく、納品や代価支払いがいかなる時点で行われ
るにせよ、つねに売主／買主のいずれかが他方に対して財貨を負うとする、金銭貸
借契約に由来する書式で書かれているからである（88）。それは、テクスト生成論的
には、公証人が用いる書式ストックの限界と説明すべきものである。だが、そこに
は、既存の秩序の一端を担う公証人に課せられた政治的かつ文化的な圧力のような
ものをみることもできる。共同体の安寧を揺るがせにしかねない商品交換の当事者
は、売主／買主ではなく、あくまでも借主／貸主でなくてはならない。それは、共
同体成員一般が、王権に対する負債（租税）、領主に対する負債（「租税＝貢租」）、
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コンセホに対する負債（「租税」）を介して、既存の秩序に服するのと同じことであ
る。それらはあらゆる財の商品化をいよいよ不可避なものにするが、共同体にとっ
て本質的に忌避されるべき商品交換の当事者は、共同体の成員であるかぎり、同じ
ように負債を抱える者として処理されて、既存の秩序に服することが望まれたので
ある。

おわりに

　冒頭で述べたように、国王ペドロ３世によって強権的に推進された新旧もろもろ
の通常・臨時租税の拡大と増強は、既存の局地的特権を盾にする聖俗貴族・都市の
組織的抵抗を呼び起こさずにはいなかった。だが、13世紀中葉から現実的に導入さ
れた一連の租税は、先王ハイメ１世治世末期のそれであるかぎり慣習にかなうもの
として受容されたばかりか、14世紀前半には全面的に定期化かつ貨幣納化され、ア
ラゴン南部における聖界領と、領主支配下の共同体に不可逆的と形容してよい変化
をもたらしている。おもな通常租税としてモネダティクムと宿泊税を賦課された、
テンプル騎士団、ついで聖ヨハネ騎士団アンポスタ管区に統合されたアルファンブ
ラ、カンタビエハ、カステリョーテ、ビジェルといったバイリア群もそれを免れる
ことはなかった。
　一連の租税はもっぱらバイリア単位で集団的に賦課されたから、バイリアを構成
する主要村落が要求額をそれぞれ分担するというかたちがとられた。実際の徴税・
納付は領主ではなく、あくまでも領主支配下の共同体に帰せられる責務であり、個々
の村落住人は、コンセホによって「ソリドゥスとリブラで」査定された財産規模に
応じて、その負担を配分されたのである。これは、ビジェルのバイリアの一村落ビ
ジャスタルのように、領主が村落単位で賦課した貢租の場合にも同様にあてはまる。
となると、個々の住人が負担するのは、国王の租税であれ領主の貢租であれ、いず
れもコンセホの財産査定にもとづき、コンセホによって賦課される、すぐれて公的
な「租税」としての性格を帯びることになる。この点で、王権と領主とのあいだで
徴収額が折半されるモラベディは、租税と貢租との境目をますます不明瞭なものに
せずにはおかない。それは、コンセホの徴税人が70ソリドゥス以上の財産規模と査
定された全住人から徴収し、手ずからその半分を王権に、残る半分を領主にそれぞ
れ納付するものだったからである。そこでは、領主はもはや、コンセホに対する王
権の直接的な租税収奪に寄生するばかりになっているのである。
　こうして、コンセホは、もっぱら貨幣納化された租税＝貢租収奪に対処するため
の貨幣需要と、生産物、なかでも食糧の域内安定供給を同時に満たす必要に迫られ
る。後者は、コンセホ当局を独占する有力家族の寡頭支配を正当化すると同時に、
もはや自らが賦課するものと化した租税＝貢租を住人一般に分担させるためにも欠

129



かすべからざる責務である。ここに、食糧の域外流出を招きかねない商品交換を理
念上忌避しながらも、現実にはあらゆる生産物の換金をつうじて商品交換に依存す
るほかないという、いかにもパラドキシカルな財貨の流通回路が否応なしに生み出
される。それはむろん商品交換発生の契機ではないが、あくまでも個々の共同体が
自らの政治的かつ経済的な利害にそくして独自に構築した回路だから、自らの回路
とは別の無数の回路を含む、財貨の奔流そのものではない。それどころか、それは
およそ制御不可能な財貨の奔流に抗して、その尖端をどうにか組織化しようとした
ものであって、それ自体、王国統一市場創出の試みと挫折にもかかわらず、財貨の
奔流が顕在化してもはやとどまるところを知らないことを示すものなのである。
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